
　 農業専門金融機関としての取組み

当会は、愛知県域を地盤とする農業専門金融機関として、ＪＡグループにおける「自己改革実践サイクル」

の構築と着実な実践を通じて、当会の中核的事業領域である地域農業の持続的発展・成長産業化を実現する

ため、当会ならではの金融仲介機能の発揮に取り組んでいます。

　  当会としての取組み

　　　  農業融資新規実行額　36億円●　農業法人・担い手等への融資推進

農業生産基盤を支える農業法人や農業の担い手等の事業基盤の維持・成長を支えるため、融資による資金

供給に取り組んでいます。

　　　  令和６年度実績  27件●　ビジネスマッチング支援

食農ビジネスを支える農業法人・農業の担い手等の販路拡大や農商工連携等を支援するため、県下ＪＡを

はじめとするＪＡグループで連携を図りながら、当会取引先等の農産品調達ニーズを捉え、そのニーズに

合ったビジネスパートナーを幅広く紹介し、新たなビジネスチャンスの創出に取り組んでいます。

事  例    知多養鶏農業協同組合×ＪＡ愛知信連×農林中央金庫

鳥インフルエンザが発生した県内養鶏農家に対して、農林中央

金 庫 の 協 力 の も と、 ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ を 運 営 す る

㈱CAMPFIREを紹介し、養鶏農家の復興支援を行いました。

事  例    ㈱つくで高原農場×ＪＡ愛知信連×ＪＡ愛知東

県内において大規模に養鶏業を営む㈱つくで高原農場のＧＰセ

ンター新設にあたり、当会と㈱日本政策金融公庫が連携して融資

を行いました。

　また、融資だけでなく、建物更生共済はＪＡ愛知東にて対応

し、ＧＰセンター内の機械設備導入はＪＡ三井リース㈱が対応す

るなど、ＪＡグループが一体となった支援を行いました。
新設された㈱つくで高原農場のＧＰセンター

CAMPFIREに掲載されている当組合の復興支援
プロジェクト
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「アグリシードファンド」チラシ

　　　  農業資金の借入れに対する利子補給　　 2,491件

●　農業経営の金融負担軽減に向けた取組み

ＪＡが融資する一定の条件を満たす農業関係資金を対象に、農業者の金利・保証料の負担を軽減する利子

補給事業および保証料助成事業を実施しています。

　　　  農業資金の借入れに対する保証料助成  745件

農業経営を取り巻く様々な課題解決に向け、経営改善のための専門資格の取得を通じてスキル・ノウハウ

の底上げに取り組むとともに、外部専門家等との連携に基づく多様なソリューションの提供を通じて、取引

先の経営改善支援に努めています。

●　農業経営アドバイザー資格（日本政策金融公庫主催）取得者74名（令和７年３月末）

●　日本政策金融公庫等、外部機関のソリューションの連携活用に向けた関係強化

●　多様な資金調達手段の提案

農業法人の資金調達手段の一つとして、アグリビ

ジネス投資育成㈱と連携し、「アグリシードファン

ド」や「担い手経営体応援ファンド」等による資本供

与を提案しています。

●　ＪＡグループの総合力発揮

ＪＡグループが総合力を結集し、ワンストップで専門的・総合的な対応を行っていくために、他連合会と

共同で「担い手総合相談支援室」を設置し、訪問活動強化や担い手農家の経営改善提案等に取り組んでいます。

●　経営改善コンサルティング
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　当会は、ＪＡグループ愛知の一員として、農業者の所得向上に貢献するため、金融仲介機能以外の面にお

いても、県下ＪＡ支援を通じた各種取組みを行っています。

　　　  令和６年度実績　77か所●　農産物直売所等の利用活性化に向けて

　  ＪＡバンクあいちとしての取組み

　この地域の農業者や農業に携わる人々が、農業に真摯に向き合う姿を、地域の皆様に広くご理解いただく

ため、ＰＲ活動を実施しています。

　「未来が実る、農業へ。」は、ＪＡバンクあいちが地域農業の未来に向け、農業所得向上と地域農業活性化

に取り組む姿勢を表現しています。

●　ＪＡバンクあいちの取組みにかかる広報・ＰＲ活動の強化

ポスター掲載イメージ

農業者の皆様の所得向上や地産地消の拡大を図る

ため、より多くの皆様に、県内の農畜産物を販売す

るＪＡ運営の農産物直売所等をご利用いただけるよ

う、ＪＡバンクでは、平成29年４月からＪＡが運

営する農産物直売所やグリーンセンター（一部対象

外の店舗があります。）でのＪＡカード利用代金の

割引施策を実施しています。

　愛知県内では、77か所（令和７年４月１日現在）

の農産物直売所およびグリーンセンターが割引対象

店舗となり、令和８年３月末まで、店頭でのお買い

物をされたお客さまのＪＡカードご利用時のお買い

物代金について、請求時に５％割引します。
ＪＡ直売所割引施策ポスター
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食農教育・環境教育などを基本テーマとした教材

本を県内の全小学校等へ贈呈して、教育現場での食

農教育を応援しています。

　令和６年度は、約86,000冊を県内の小学校等

1,002校へ贈呈しました。

磯村代表理事理事長（左）より飯田県教育委員会前教育長（右）へ教材本を贈呈

●　小学校等への教材本の贈呈
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県下ＪＡや関係諸団体をはじめ、地域の皆様から各種貯金をお預かりしており、令和７年３月末の貯金残

高は、7兆3,737億円となりました。

愛知県債の引受金融機関として資金協力を行うとともに、愛知県、名古屋市の収納代理金融機関として税

金等の公金収納事務を行っています。

ｚ 地域金融機関としての取組み

　  当会としての取組み

●　地域からの資金調達の状況

●　地域への資金供給の状況

県下ＪＡや関係諸団体をはじめ、地域の暮らしや農業者・事業主の皆様に対する円滑な資金供給に努め、

令和７年３月末の貸出金残高は、5,231億円となりました。

●�　県内農業を営む皆様を金融面から支援させていただくため、県下ＪＡでの対応が難しい農業法人等の農業の
担い手向けの各種金融商品を取り扱っています。

●�　台風等の自然災害や家畜伝染病により農業経営に甚大な被害を受けた農業者に対する金融面での復旧支援
として「ＪＡバンクあいち農業被害支援利子補給事業」を実施しています。

●　地方公共団体への資金協力等
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●　Tongaliプロジェクトへの協賛

当会は令和４年度から、「Tongali※」のサポー

ター企業として協賛を行っています。

Tongaliのプロジェクトにおける起業支援の対象

には、社会に対するイノベーションの創発、地域の

活性、グローバル展開を食農系アイデアによって推

進しようと志向する大学発ベンチャーが多く存在し

ます。また、これら大学発アイデアは、いち大学に

留まらず、新たな価値創出に伴い、公的機関や研究

機関等のネットワーク形成に寄与し、東海地区の地

域発展を飛躍的に押し進めることが期待されます。

当会においては、Tongaliの取組みについて共感

するところであり、サポーターとして支援をしてい

ます。

当会は、今後も大学等との連携を重ねながら地域

貢献に資する活動を行っていきます。

※�　Tongaliとは、自ら社会課題を見つけ、課題

解決に向かってチャレンジするアントレプレ

ナーシップ教育と起業支援活動のため創設され

た名古屋大学を中心に東海地区の多数の大学に

跨るプラットフォームの総称です。

Tongaliアイデアピッチコンテストの様子
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●　年金キャンペーンの実施

ＪＡバンクあいちでは、新規で年金をお受け取り

いただいたお客さま等を対象に、「年金でつながる

＆ひろがるキャンペーン」（令和６年９月～令和７

年３月）を実施いたしました。

　このキャンペーンでは、新規で年金をお受け取り

いただいたお客さまに加え、新規で年金をお受け取

りいただくお客さまをご紹介いただいた方にも、も

れなく1,000円をプレゼントします。

　加えて、本キャンペーンの申込みに合わせてＪＡ

バンクアプリをご契約いただいたお客さまには500

●　「ＪＡバンクあいちドームドッジ2024 in ナゴヤ」への特別協賛

令和６年11月24日（日）、スポーツを通じて未来

を担う子供たちを応援し、地域社会との一体感を醸

成することを目的に、「ＪＡバンクあいちドーム

ドッジ2024 in ナゴヤ」に特別協賛しました。

本大会は、日本最大級のドッジボール大会であり

ながら、幼児から大人、初心者から上級者まで誰も

が気軽に楽しめる大会であり、当日は、約9,600人

が来場されました。今回は、能登半島地震の被災

地・石川県の招待チームなど全国から366チームが

出場し、白熱した試合に会場は大いに盛り上がり、

地域の方々とのふれあいを図るため、愛知県下ＪＡ

と信連からも９チームが参加しました。

入賞チームには、「ＪＡバンクあいち賞」として、

愛知県産の農産物（新米「愛ひとつぶ」、いちご、み

かん）を進呈したほか、会場内のＰＲブースで実施

したクイズラリーやよりぞうとの記念撮影の参加者

には、ＪＡバンクオリジナルグッズを進呈しました。

また、地域農業のＰＲおよびＪＡバンクあいちの

イメージアップを図るため、会場内の大型ビジョン

では、美しい愛知県内の農業風景の中で、農業に真

摯に向き合う農業者の姿を描いた動画や、ＪＡバン

クのイメージキャラクターが出演する商品・サービ

スの紹介動画を放映しました。

　  ＪＡバンクあいちとしての取組み

よりぞうとの記念撮影コーナー 告知ポスター 幼児の部の表彰式

円をプレゼントします。

「年金でつながる＆ひろがるキャンペーン」ポスター
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　  社会貢献活動

当会は「ＪＡバンクあいち」の一員として、資金供給などの金融機能の提供により、農業の振興や地域社

会の発展に貢献するとともに、社会福祉などに対する貢献活動を通じて豊かでゆとりある地域社会の実現に

向けた取組みを行っています。

●　児童養護施設へ愛知県産の果物および新米の寄贈

日本の将来を担う児童の健やかな成長を支援する

ことで児童に食の大切さを伝えるとともに、県内農

業の発展に寄与することを目的として、中部善意銀

行を通じて県下全ての児童養護施設に対し、令和６

年７月18日（木）にメロン504玉、令和６年11月19

日（火）に新米10トン（全児童の約１か月分の消費

量相当）、令和７年2月７日（金）にみかん1,490㎏

を寄贈しました。

新米の寄贈は、平成23年度から取り組んでお

り、これまでに126トンを寄贈しています。また、

果物の寄贈は、平成28年度から実施しており、ブ

ドウ、いちご、メロン、ポンカン、スイカ、柿、梨

およびみかんを寄贈しています。

磯村代表理事理事長（前列左から1人目）より中部善意銀行岡田理事長（前
列中央）へ目録および新米を贈呈

磯村代表理事理事長（右）より中部善意銀行岡田理事長（左）へ目録および
メロンを贈呈

柴田代表理事常務（左から3人目）より中部善意銀行岡田理事長（右から4
人目）へ目録およびみかんを贈呈
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協同組合組織の地域金融機関として、高齢者が誰

にも気がねなく、安心して暮らせる豊かな地域を築

き上げていくことに役立てていただくため、県下の

老人福祉施設へ車椅子等の福祉機器を寄贈しました。

①�　中部善意銀行が選定した老人福祉施設10施設

に、ティルト式リクライニング車椅子10台を寄

贈しました。

　�　この活動は、平成14年度から取り組んでお

り、これまでに370台を寄贈しています。

②�　高齢者福祉事業に携わるＪＡに、希望する福祉

機器等を寄贈しました。

　�　この活動は、平成 14年度から取り組んでお

り、これまでに23回寄贈しています。

●　老人福祉施設などへ車椅子等の寄贈

柴田代表理事常務（左から1人目）より中部善意銀行岡田理事長（左から2
人目）へ目録および車椅子を贈呈

●　農業高等学校への農機具の寄贈

愛知県下の農業者の高齢化・減少に伴い農業の担

い手が不足するなか、担い手の育成を支援するとと

もに、県内農業の発展に寄与することを目的とし

て、令和６年12月19日（木）に、鶴城丘高等学校へ

自走ラジコン動噴を、新城有教館高等学校作手校舎

へ充電式運搬車一式、管理機およびアポロ培土器を

寄贈しました。

この活動は、愛知県下の農業高等学校９校を対象

に、平成30年度から実施しています。

寄贈したティルト式リクライニング車椅子

齋藤経営管理委員会会長（右から2人目）より鶴城丘高等学校後藤校長（左
から2人目）および新城有教館高等学校作手校舎牧野校長（右から1人目）へ
目録を贈呈
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●　団体献血の実施

地域社会の一員として地域医療に貢献するため、

令和６年９月３日（火）にＪＡあいちビルにおいて、

愛知県赤十字血液センターの協力のもと、団体献血

を実施し、85名の役職員が参加しました。

この活動は、平成18年度から取り組んでおり、

これまでに21回、延べ1,847名の役職員が参加し

ています。

団体献血当日の様子

使用済切手を、県下の社会福祉の向上に役立てて

いただくため、「使用済切手保管箱」を全部署へ設

置し、収集した使用済切手を中部善意銀行へ寄贈し

ています。

この活動は、平成18年度から取り組んでおり、

これまでに約22㎏を寄贈しています。

●　使用済切手の寄贈

地域社会の一員として、食品ロスを削減する環境的側面と生活困窮者を支援する福祉的側面を持つフード

バンクの活動に貢献するため、令和６年10月28日（月）に、認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋へ、役

職員から提供された食品を寄贈しました。

この活動は、令和２年度から実施しています。

●　フードバンクへの食品の寄贈

「使用済切手保管箱」と収集した使用済切手
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